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2023 年度事業ならびに活動報告 

 

特定非営利活動法人 安全工学会 

 

*************** 

定款第３条（目的） 

この法人は、主として産業に関わる安全の諸問題を広く工学的に調査・研究し、各種災害の防止のための知識・技術の向上及び普及を図り、もって産業及び学術の発展並

びに社会の安全･安心の獲得に貢献することを目的とする。 

*************** 

 

 2023 年度は、新型コロナウィルス感染症（コロナ禍）は沈静化し、世界中で規制が緩

和される傾向が顕在化し、国際会議などの開催の動きが活発化してきた。この中、今期は、

従来の通常の活動を取り戻すべく注力し、またコロナ禍を通して定着した会議やセミナ

ーのインターネット開催の手法などの取り込みと活用に努めた。 

 

１． 事業活動報告 

2023 年度、米国 American Institute of Chemical Engineers（AICｈE）傘下組織の 

Center for Chemical Process Safety（CCPS）より、7th Global Summit on Process Safety （GSPS） 

に係る共同開催の申し出があり、安全工学会の将来構想と、プロセス安全を大きな柱の 

一つとする安全工学会の現状を踏まえ、これを承諾した（2023 年 6 月）。 

 急な、また時間的な猶予の無いことを充分理解したうえで、開催することの意義と、 

しないことの機会の喪失と、を吟味し、予算的な課題を残しながら、開催を決めた（2023 

年 3 月 24 日第 310 回理事会）。 

 11 月 27 日(月)～29 日(水)、兵庫県姫路市アクリエひめじにて開催された。特別招 

待講演／1 件、Key Note／3 件、Leadership 等 PD／2 件、Leadership Forum／1 件、一 

般講演／57 件、Poster Session／19 件の講演があり、海外からの参加者／140 名、国 

内参加者／224 名、合計／364 名が参加し、貴重な情報交換、相互交流、切磋琢磨の場 

を共有することができた。懇親会には、観光庁のポストコロナに向けた国際会議誘致競 

争力向上実証事業の支援を頂いた。安全工学会法人会員の協賛各社のご支援、ご協力の 

下、共催者や参加者に満足いただける大会が開催できた（収支面では、GSPSではプラスとな 

ったが、相乗効果を企図し同時に開催した第56回研究発表会は負の収益となった／詳細後述）。 

 

 一方、これまで様々な会議体での議論から得られた安全工学会の将来構想に係る 6 つ 

の要点（(1)教育、(2)継続的ビジョンの見直し＆設定（システム）、(3)研究会企画、(4) 
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防災と安全工学、(5)化学プロセス安全、(6)学会の社会貢献）についての対応を継続し 

て実施した。併せて、昨年度立ち上げた、理事会傘下の新たな委員会（定款細則 7.1 条 

「その他委員会」）、運営会議、国際交流ＷＧ（旧国際交流部会を発展的に再編）、広報 

ＷＧの活動が本格化した。 

 運営会議は今年度 5 回実施され、安全工学会幹部（三役及び常任理事）の情報交換と 

協議の場としてその役目を果たしている。 

 国際交流ＷＧは、APSS 2023 （10/17(準備)～20、タイ／バンコク開催）を共催し、 

韓国安全学会との協力関係の深耕に尽力した（昨年の武藤会長他２名の韓国訪問に続 

き、第 56 回安全工学研究発表会（相互協力に係る MOU を締結）及び 7th GSPS へ韓国 

安全学会会長等２名を招待するなど）。 

広報ＷＧは、今年度、第 56 回安全工学研究発表会の開催に当たり、配信サービス「ア 

ットプレス」を使用し、プレスリリースを試みた。「注目の研究」として 8 件を紹介し 

たが、リリースが間近過ぎ充分な効果は得られなかった。次年度は、予行原稿の提出の 

際に，プレスリリースによる配信希望の有無を確認（10 月 15 日頃締切）し，早めの 10  

月末～11 月初めに配信する方向を検討する。更にホームページの再構築なども含め、 

総務委員会、企画委員会などの各常置委員会との協力の下、学会の活性化やプレゼンス 

の向上に努めてゆく。 

 

安全工学会組織図　　(2023.03.31.） 総務委員会 ホームページ部会

アドバイザリーボード
企画委員会

研究会

学術委員会 研究発表会実行委員会
常任理事会

普及委員会
アドバイザリーボード 論文審査小委員会

編集委員会
社員総会 理事会 小委員会

評議員会 事務局 運営会議**

国際交流ＷＧ** （国際交流部会を発展的に再編）

広報ＷＧ**

役員候補推薦委員会

学会各賞候補推薦員会

受託事業管理委員会 受託事業実施委員会

１）安全工学会　研究会活動 ２）アドバイザリーボードは将来構想とリンクして再構築中(企)
　✬トップダウン型／企画委員会
　✬ボトムアップ型／学術委員会 ３）事業所長意見交換会は全国を１周して、次の企画を検討中(企)
　　医療安全研究会 　　⇒石油化学工業協会、日本化学工業協会、保安力向上Ｃなどと連携
　　産業防災研究会
　　静電気災害防止研究会* ４）受託事業実施委員会は受託事業ごとに対応
　　地域活性研究会*
「*」：第51回学術委員会で承認、第308回理事会に報告 「**」：第308回理事会で「その他委員会」として設置
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 2023 年度の学会の研究･教育事業は、コロナ禍の終息の背景下、コロナ禍で得た新た 

な手法（Web 配信やリモートコミュニケーションなど）を活かし、従来の姿を取り戻す 

べく尽力した。 

6 月 22 日(木)～6 月 23 日(金)に開催された安全工学シンポジウムは、幹事学会（人 

間工学会）の尽力もあり現地対面と Web によるハイブリッド開催となった。 

11 月 30 日～12 月 1 日の第 56 回安全工学研究発表会（56th 研発）は、前述の 7th  

Global Summit on Process Safety （GSPS）hosted by CCPS&JSSE （11 月 27 日～29 日 

開催）と前後して同じ会場で開催し、相互交流と相乗効果を期待して、全会場同時通訳 

を準備した。特別招待講演／2 件（韓国安全学会会長 Prof. Jong-bae Baek 氏／挨拶及 

び Dongguk University Prof. Shu,Yongyoon 氏／ご講演、姫路市消防局予防課危険物 

担当係長 林秀樹氏／ご講演）、パネルディスカッション／1 件「規制と自主保安」、オ 

ーガナイズドセッション／1 件、一般講演／66 件のがあり、海外からの参加者数 

（7th GSPS より継続参加）は正確には把握できなかったが（凡そ 20 人前後）、国内参 

加者／174 人、合計凡そ 200 名（推定）が参加し、貴重な情報交換、相互交流、切磋琢 

磨の場を共有することができた。 

 2023 年度の学会の普及啓発事業は、第 45 回安全工学セミナーを軸に、従来の活動を 

取り戻すべく、ハイブリッド開催を中心に進めた。残念ながら、安全工学現場研修会、 

災害事例研究会、最新動向講習会、地域セミナーは実施する事ができなかったものの、 

昨年に続き安全工学教育セミナーは継続して実施できた。 

実施した安全工学セミナーは、物質危険性、危険現象、プラント安全、安全マネジメ 

ントの 4 講座を現地対面と Web 配信によるハイブリッド開催した。移動経費、旅費宿 

泊費がなく聴講者の拘束時間が短い Web の利点もあり、多くの聴講者にご参加いただ 

いたが、同年度に重なった 7th GSPS の影響（主催者側及び参加者側の両方）か、最近 

の実績には及ばなかった（対面現地開催した 2019 年対比で 89％、Web 開催の 2020 年 

対比で 80％／118 人／対前年 37 人減）。 
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安全管理の最新動向は 2023 年度も開催できなかったが、三井化学の協力を得て安全 

工学教育セミナー（於、千葉県、三井化学株式会社茂原分工場技術研修センター）、及 

び安全工学実験講座（於、日本カーリット株式会社赤城工場危険性評価試験所）は、実 

施することができた。 

 

安全工学会誌は、会員の研究成果の発表の場として、また学会からの知識･情報の発

信の場として、重要な役割を果たしてきた。2023 年、第 62 巻は、論文･技術ノート 9

報、小特集「体験・体感型安全教育」、「効果・効率・魅力を高める安全教育の設計」及

び「安全教育の実践：医療分野での取り組み事例」の３小特集、及び特集「人間工学と

安全工学」など、計 470 頁の構成となった。 

非常に幅広い分野の論文を受け入れており、この点は世界的にも稀有な存在といえる。

論文･技術ノートの開示の早期化を求める声が高まり J-Stage での論文･技術ノートの

即時開示を進め、Vol.62,No.4 から、即時開示を実施した。 

 

  2023 年度の学会の研究奨励･表彰事業は、玉置功労賞及び学術技術奨励賞は該当者が 

無かったが、北川学術賞 1 名、論文賞 1 名、優秀講演賞１名、学生講演賞 3 名、を表彰
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した（詳細は「報告事項」参照）。表彰式は総会に合わせて開催予定）。 

 

 

２．事業内容 特定非営利活動に係る事業 

２．１ 安全工学に関する研究・教育事業 

① 安全工学に関する研究 

学術委員会の所掌の研究会活動は、医療安全研究会、産業防災研究会、静電気災 

害防止研究会、地域活性研究会が登録されている。 

医療安全研究会は、継続して、人工呼吸器に係る事案の詳細な FTA に加味する 

   新たな素材の検討を進め、STAMP/STPA の勉強会に続き、S-A プロセスチャートの 

   検討など、一歩進んだ解析方法を検討中（6 回／年開催）。 

産業防災研究会も自然災害やパンデミックに対する産業界の対応についてのフ 

   レームつくりの検討を進め、2023 年度は、7/20、8/22、10/12、1/21 の４回、懇 

   話会を開催し（参加者総計 240 人以上（複数人が視聴することを可としているた 

め））、開催者側から NATECH に係る最近の情報を提供し、また今後の活動の展開に 

ついて意見を交換した。今後（2024 年度以降）はこれらを通じて、新たな活動の 

方向を定めてゆく。 

静電気災害防止研究会は、2023 年 3 月 3 日(金)に第 1 回を記念して、研究会設 

   置の発信と、静電気災害の基礎を題材とした公開講演会を開催し、120 名を超え 

   る学会員の参加を得て立ち上げた。その後、8/18、12/14 と、静電気災害防止研 

   究会の講演会を開催し（2022 年度以降計 3 回開催／参加者総計 412 人以上（複数 

   人が視聴することを可としているため））。液体･粉体の帯電や、個別の危険物の 

帯電特性など、最近の研究成果を中心に、開催者側から話題を提供する形で情報 

を発信し、参加者からは質疑やアンケートを通じて情報交換を進めた。 

地域活性研究会は、「地域活性の一つの大きな柱になるのは安全（工業振興、 

農業振興、観光振興にしても）」、また「安全から様々な振興策を模索する試みが 

生まれないか」といった視点から、活動を広めるべく設置された。 

（研究会の講演会（含懇話会）は情報の交換を目的としWeb開催、参加費は無料） 

  ② 安全工学シンポジウム 2023 

安全工学を軸とし、33 学協会が会した横断的な研究発表会。今回も昨年度に続 

き、現地（日本学術会議：対面）と Web 配信によるハイブリッド開催を行った 

（安全工学会から 1 セッションの OS 参加）。 

開催月日：2023 年 6 月 22 日（木）～6 月 23 日（金） 

開催場所：現地対面と Web 配信によるハイブリッド開催 

参加者数：694 名（参加登録ベース） 
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主  催：日本学術会議 

幹事学会：人間工学会 

共  催：安全工学会ほか 32 学協会 

  ③ 安全工学研究発表会（第 56 回） 

及び 7th Global Summit on Process Safety (GSPS) hosted by CCPS and JSSE 

合同開催により相互交流の相乗効果の促進を目指す（合同･現地対面＆Web 配信ハ 

イブリッド開催）。 

開催月日：2023 年 11 月 27 日（月）～12 月 1 日（金） 

開催場所：現地／アクリエひめじ（兵庫県姫路市） 

及び Web（Zoom）配信によるハイブリッド開催 

発表件数：計 153 件（研究発表会／70 件、7th GSPS ／83 件） 

参加者数：計 564 名（研究発表会／凡そ 200 名､GSPS／364 名､（海外参加各々凡 

そ 20 名、146 名／計凡そ 166 名） 

④ 研究・教育事業管理 

対象委員会・研究会 

学術委員会 53 回 7/11､ 54 回 11/13           計 2 回(Hybrid) 

安全工学研究発表実行委員会 4/28、7/27、9/22、3/8     計 4 回(Hybrid) 

医療安全研究会 6/10、8/26、10/28、12/9、2/10        計 5 回(Hybrid) 

産業防災研究会 4/14､4/27､5/25､6/13､6/27､7/13､8/9､8/24､9/7､9/21､10/5､ 

10/23､11/15､12/5､1/9､1/18､1/29､2/26､3/26 計 19 回(Web)  

静電気災害防止研究会  第 2 回講演会 8/18、3 回 12/14   計 2 回(Web) 

地域活性研究会 

 

２．２ 安全工学に関する普及啓発事業 

2.2.1 一般普及事業 

(1) 会誌“安全工学” 

① 発行 印刷物の発行         年 6 回(第 62 巻／計 470 ページ) 

② 電子化推進   J-stage の公開  2016 年 6 月発行分～、逐次更新中 

 （論文及び技術ノート、2023年Vol.62, No.4～よりJ-stage即時公開化、他は３年後公開） 

(2) 講習会・セミナー 

① 第 21 回安全工学地域セミナー 

開催月日： 

開催場所： （コロナ禍などの影響で実施繰り延べ） 

参加者数： 

② 第 21 回安全工学実験講座 

開催月日：2023 年 11 月 16 日(木)～17 日(金) 現地対面開催 

開催場所：現地／日本カーリット株式会社 赤城工場危険性評価試験所 群馬県 
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参加者数：17 名 

③ 第 34 回安全管理の最新動向講習会 

開催月日： 

開催場所： （コロナ禍などの影響で実施繰り延べ） 

参加者数：   

④ 第 45 回安全工学セミナー 

物質危険性講座 2023 年 9月 4日(月)～5日(火) 

危険現象講座 2023 年 10月 2日(月)～ 3日(火) 

ﾌﾟﾗﾝﾄ安全講座 2023 年 11月 7日(火)～8日(水) 

安全ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ講座 2024 年 1月 25日(木)～26日(金) 

開催場所：現地対面及びWeb配信によるハイブリッド開催（現地／学会事務局入居ビル） 

参加者数：各回 19人～54人 計 118人 

⑤ 災害事例研究会 

（コロナ禍の状況に配慮し実施繰り延べ）  （本年度も候補の調整にとどまる） 

⑥ 地域・企業支援セミナー 

日本全国の地域・企業への講師の派遣      計 1 件(Hybrid) 

⑦ 安全教育セミナー 

安全教育担当向けセミナーの継続開催の推進 

開催月日：2024 年 2 月 21 日(水) 座学（Web 開催) 

      2024 年 2 月 27 日(火) 現地実習 

開催場所：現地／三井化学株式会社技術研修センター 

参加者数：17 人 

⑧ 事業所長懇談会の定期的開催 

地域毎の工場長・環境安全部長との懇談会推進はおおよそ全国を一巡し（石化協 

と共催）、次企画を検討中（継続）。 

⑨ 普及啓発事業管理 

・対象委員会・研究会等 

編集委員会                    (各月)      計 12 回 

普及委員会                    (6/30､9/29､12/8､2/28)  計 4 回 

・会誌への広告募集管理 

(3) 図書販売・会誌の年間購読販売 

学会事務局にて図書販売等を実施する 

（安全工学便覧 第４版など 販売継続） 

 

2.2.2 普及啓発事業：受託事業 

行政官庁（経済産業省等）の新規事業に注目し、受託事業管理委員会管理下、対応 

可否を検討する。今年度は進展なし。 
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２．３ 安全工学に関する調査及び情報収集提供事業 

ホームページを充実させ、会員への情報提供を推進する他、会員内向け情報発信交 

換システムの検討を行った（協賛管理システムの事務研検討で管理画面の素案をつく 

り試験運用検討中、CMS のサポート終了予告に対する移行先検討中）。継続して、 

周辺学会や、非会員への「安全工学会」のＰＲを検討する（催事の情宣依頼など）。 

 

２．４ 安全工学研究の奨励及び研究活動等の表彰 

 学術技術奨励賞の会員公募（2020 年度から実施）に続き、玉置功労賞及び北川学術

賞についても会員公募を開始した。2023 年度も、玉置功労賞･北川学術賞、論文賞、

講演賞、学術技術奨励賞を審査の上、授与した（総会に合わせて表彰）。 

 

２．５ 安全工学に関連する国内外の団体との連携及び協力 

 安全工学に関連する学協会に加入し、情報を得ると共に、安全工学の発展のために

協業を模索する。国際的には、APASES（Asia Pacific Association of Safety 

Engineering Societies,アジア太平洋安全工学学協会連合）に参加（継続）、APSS、

CCPS、ICSI との情報交換を継続、発展させる。 

 2023 年度は韓国安全学会(KOSOS)との交流を深め相互協力の MOU を締結した（於、 

第 56 回研究発表会）。 

①  諸会費 

日本工学会、高圧ガス保安協会、防災学術連携体などに会員として加入（継続） 

②  安全工学シンポジウム 2023 他、周辺学会との交流 

③  防災学術連携体、日本化学連合への参加を継続し、接点を模索した。 

④ 化学工学会、石油化学工業協会、日本化学工業協会などとの連携を推進。 

⑤  国際交流事業のさらなる発展（国際交流 WG の発足も含めて） 
・2023 年 10 月 18 日(水)～20 日(金)に亘り、タイのバンコクで APSS 2023 が開催され、組織 

委員として安全工学会（Japan Society for Safety Engineering, JSSE）より武藤会長 

（鹿島石油株式会社）をはじめ 7 名が参画し、韓国安全学会（Korea Society of Safety,  

KOSOS）Beak 会長（韓国交通大学）をはじめ 10 名が参画した。タイから W.Pridasawas 実 

行委員長、（KMUTT 大学）をはじめ、9 名が参画した。4 カ国から 384 名（運営 95 名含む） 

の参加があり、内訳としては、韓国（115 名）日本（57 名）香港（1 名）タイ（211 名）と 

なった。 

・安全工学研究発表会（第 56 回）及び 7th Global Summit on Process Safety  

(GSPS) hosted by CCPS and JSSE を兵庫県姫路市のアクリエひめじで開催した 

（11/27(月)～29(水)／7th GSPS、11/30(木)～12/1(金)／第 56 回安全工学研 

究発表会、詳細については前述済） 

   ・韓国安全学会（KOSOS）との相互協力に係る MOU を、第 56 回安全工学研究発表 

会の場で締結した（11/30）。 

 

２．６ 管理業務 

①総 会   1 回開催 

開催月日：2023 年 5 月 24 日（水） 

開催場所：総会資料事前配布と表決票、及び現地対面とWeb配信によるハイブリッド開催 

②理事会   4 回開催 

開催月日：2023年 5 月 17日（水） 第 310回（Web開催） 
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2023年 7月 12日（水） 第 311回（Web開催） 

2023年 11月 13日（月） 第 312回（Web開催） 

2024年 3月 5日（火） 第 313回（Web開催） 

④ 評議員会  1 回開催 

開催月日：2023年 月 日( )～ 日（ ）  （調整中） 

④運営会議  4 回開催 

開催月日：2023年 4 月 26日（水）    (Web開催） 

2023年 6月 21日（水）      （Web開催） 

2023年 10月 11日（水）      (Web開催) 

2024年 2月 14日（水）      （Web開催） 

⑤委員会 

総務委員会        （要開催案件なし）           計  回 

企画委員会   (4/6、5/24、6/12、9/7、12/21、2/19)  計 ６回 

アドバイザリーボード  コロナ禍の影響で実施繰り延べ 

⑥ 現場研修会  2 回開催予定 

      コロナ禍の影響で実施繰り延べ 

以上 
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